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1．はじめに 

高浜発電所１号機（２号機含む）の使用済燃料ピット（以下「ＳＦＰ」という。）には、

減容したバーナブルポイズン（以下「減容ＢＰ」という。）を一時的に貯蔵している。 

減容ＢＰは、新規制基準対応前においては、ＳＦＰ内に設置していた専用の保管ラッ

クで貯蔵していたが、専用の保管ラックは基礎ボルト等で固定した構造ではなかったこ

とから、隣接しているＳＦＰ内の燃料ラックへの地震時の波及的影響を考慮して、減容

ＢＰ専用の保管ラックを撤去することとし、撤去に伴って減容ＢＰを専用保管ラックか

ら燃料ラックに一時的に移動している。 

今回、一時的にＳＦＰ内の燃料ラックに貯蔵している減容ＢＰを専用の容器に収納し、

１・２・３・４号機共用、既設のＢ蒸気発生器保管庫（以下「Ｂ－ＳＧ保管庫」という。）

で保管する計画である。 

また、減容ＢＰの保管に際し、１・２号機共用、既設の外部遮蔽壁保管庫を１・２・

３・４号機共用とし、１・２・３・４号機共用、既設のＢ－ＳＧ保管庫内の一部の固体

廃棄物を外部遮蔽壁保管庫に移動することで、Ｂ－ＳＧ保管庫での減容ＢＰの保管スペ

ースを確保する。 

なお、Ａ蒸気発生器保管庫内（以下「Ａ－ＳＧ保管庫」という。）の保管対象物に変更

はない。 
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2．高浜発電所１号機（２号機含む）減容したバーナブルポイズンの保管場所変更の概要 

減容ＢＰの保管場所変更の工事概要を第 1 図に示す。 

 

3．減容したバーナブルポイズンの保管量・保管方法 

減容ＢＰの保管量及び保管方法を以下に述べる。 

また、減容ＢＰ保管場所変更の作業手順を第 2 図に示す。 

 

3.1 減容したバーナブルポイズンの保管量 

１号機（２号機含む）における減容ＢＰの保管量を第 1 表に示す。 

 

3.2 減容したバーナブルポイズンの保管方法 

減容ＢＰは、以下のとおり保管することとしている。 

  (1) 保管方法 

   減容ＢＰは、放射性物質の拡散防止及び遮蔽のため、１・２号機共用の固体状の

放射性廃棄物の運搬用容器（第 3 図）に収納する。 

上記汚染拡大防止措置の後、一時的な管理区域を設定＊した上で関係法令（線量

当量率の基準を除く）を遵守して構内運搬を実施し、１・２・３・４号機共用のＢ

－ＳＧ保管庫に保管する。 

＊：減容ＢＰを保管するＢ－ＳＧ保管庫内にはクレーン等の揚重設備がないた

め、容器をコロ台車（又は自走可能な電動チルローラー）に載せて保管庫内

に搬入させることになること。また、Ｂ－ＳＧ保管庫内には、旧ＳＧや旧原

子炉容器上部ふた等の重量物が既に保管されていることから、建屋耐震性へ

の影響を軽減するため、可能な限り容器の軽量化を図った設計とする。 

具体的な減容ＢＰ運搬用容器の設計においては、汚染された物の線量当量

率に係る構内運搬基準「容器表面：2mSv/h 以下」及び「容器表面から 1 メ

ートルの距離：100µSv/h 以下」の両方を考慮した場合、遮蔽のための胴板

厚さが約 30cm（容器重量約 37t）となるのに対し、「容器表面：2mSv/h 以

下」のみの考慮であれば胴板厚さを約 20cm（容器重量約 27t）に抑えられ

ることから、遮蔽のための胴板厚さは「容器表面：2mSv/h 以下」のみを考

慮することとし、構内運搬においては、一時的な管理区域を設定する。 

 

  (2) Ｂ－ＳＧ保管庫の保管対象物の変更及び外部遮蔽壁保管庫の共用化、保管対象物変

更の概要 

減容ＢＰの保管場所変更先としては、廃棄物貯蔵施設の中で保管スペースに余裕

がある外部遮蔽壁保管庫が挙げられるが、外部遮蔽壁保管庫は、表面線量が低い廃

棄物（0.001mSv/h 以下）の保管を想定した壁厚設計（［1 階面の壁厚］________［2

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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階面の壁厚］_______［天井厚］_______）となっていることから、減容ＢＰを保管

した場合、建屋の壁外表面における線量率が厳しくなる。 

よって、比較的壁厚が厚く（［壁厚］_______［天井厚］_______）建屋の壁外表面

における線量率基準を満足するＢ－ＳＧ保管庫に減容ＢＰを保管する。 

なお、減容ＢＰの保管に際し、１・２号機共用、既設の外部遮蔽壁保管庫を１・

２・３・４号機共用とし、１・２・３・４号機共用、既設のＢ－ＳＧ保管庫内の一

部の固体廃棄物を外部遮蔽壁保管庫に移動することで、Ｂ－ＳＧ保管庫での減容Ｂ

Ｐの保管スペースを確保する。 

Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫位置を第 4 図に、現状及び減容ＢＰ保管後

のＢ－ＳＧ保管庫の配置を第 5 図に、Ｂ－ＳＧ保管庫内の保管物移動手順を第 6 図

に、外部遮蔽壁保管庫内の配置を第 7 図に示す。 

 

3.3 減容したバーナブルポイズンの貯蔵容量 

    Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の貯蔵容量は以下のとおり。 

  (1) Ｂ－ＳＧ保管庫 

    減容ＢＰを保管するＢ－ＳＧ保管庫については、第 5 図に示す配置図のとおり十

分な容量を確保している。 

 

  (2) 外部遮蔽壁保管庫 

Ｂ－ＳＧ保管庫内の一部の固体廃棄物を移動する外部遮蔽壁保管庫については、

移動する固体廃棄物の体積（容器の外寸から求める体積）約 190m3に対して、以下

のとおり十分な容量を確保している。 

 

貯蔵容量＊ 2022 年 6 月末貯蔵量 

8,300m3/棟 約 1,849m3/棟 

      ＊：外部遮蔽壁保管庫の貯蔵容量は、保管できる容器の最大数量から設定している。 

          また、保管庫の要目表の主要寸法として、１階と２階を分けて記載していること 

から、貯蔵容量については、１階と２階の合計値であることが解るように、記載 

単位として「m3/棟」としている。 

 

4．減容したバーナブルポイズンの蒸気発生器保管庫での保管に関連する技術基準規則 

減容ＢＰのＢ－ＳＧ保管庫での保管に関連する減容ＢＰ運搬用容器の設置、Ｂ－ＳＧ

保管庫の保管対象物の変更、外部遮蔽壁保管庫の共用化及び保管対象物変更について、

技術基準規則との関連を第 2 表に示す。 
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第 1 図 高浜発電所１号機（２号機を含む） 減容ＢＰの保管場所変更の工事概要 

［工事概要］ 

 １号機（２号機含む）のＳＦＰの燃料ラックに一時的に貯蔵している１号機（２号機含む）の減容ＢＰを、１・２号機共用の固体状の放射性廃棄物の運

搬用容器に収納し、１・２・３・４号機共用、既設のＢ－ＳＧ保管庫で保管する。保管物の配置においては、巡視点検における放射線業務従事者の立ち入

りを考慮する。 

また、減容ＢＰの保管に際し、１・２号機共用、既設の外部遮蔽壁保管庫を１・２・３・４号機共用とし、１・２・３・４号機共用、既設のＢ－ＳＧ保

管庫内の一部の固体廃棄物を外部遮蔽壁保管庫に移動することで、Ｂ－ＳＧ保管庫での減容ＢＰの保管スペースを確保する。 

なお、Ａ－ＳＧ保管庫内の保管対象物に変更はない。 

 ・減容ＢＰとは 

ＢＰ 減容ＢＰ 

  

ロッド部バスケット 

・ＢＰは、燃料と組み合わせて原子炉内で使用する可燃性毒物で、ＢＰ
の有する反応度抑制効果の分だけ、１次冷却材中のほう素濃度を低くす
ることができ、高温出力運転状態で減速材温度係数を負とすることが出
来る。また、ＢＰを炉心内に適切に配置することにより、水平方向出力
分布の平坦化が図れる。現状においては、ＢＰの代替として、ガドリニ
ア入り燃料を使用している。 

・ＢＰは反応度抑制効果の観点から２サイクル程度しか使用できず、使
用後はＳＦＰで貯蔵している。 

・使用済となったＢＰは、2000 年以降は再処理施設へ使用済燃料と同時に
搬出可能であるが、2000 年以前は、使用済のＢＰをそのままの形状でＳＦ
Ｐで貯蔵するには個体毎に燃料ラックを占有することから、頭部（ホール
ドダウン部）とロッド部に分割してバスケットにまとめて貯蔵している。 

［ＢＰの寸法］ 
  縦 ： 約１６cm 
  よこ： 約１６cm 
  長さ： 約  ４ m 
 
［使用済ＢＰの表面線量率] 
  約 1～2Sv/h（概算） 

（2023 年 3 月 31 日時点） 

 

ホールドダウン部バスケット 

ホールド 
ダウン部 

ロッド部 

減容 

（分割・集約） 
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 ・減容ＢＰ保管場所変更工事の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １号機（２号機含む） 
キャスクローディングピット 

使用済燃

料ピット

１・２号機共用 
減容ＢＰ運搬用容器 
（合計：１４基） 

引上げ及び一時管理区域

を設定して構内運搬 

減容ＢＰバスケット 
（合計：５６バスケット） 

【新規設置】 
減容ＢＰ運搬用容器 
(バスケット４個入り) 

使用済燃料 
ピットクレーン 

１号機（２号機含む） 
ＳＦＰピット 

【１・２・３・４号機共用化】 

【保管対象物変更】 

１・２号機共用、既設 

外部遮蔽壁保管庫 

【保管対象物変更】 

１・２・３・４号機 

共用、既設 

Ｂ－ＳＧ保管庫 

１号機ＳＧＲコンクリート等 

３号機及び４号機原子炉容器上部ふた取替 

（以下「ＶＨＲ」という。）コンクリート等 

移動 
収納 

【壁厚】  

【天井厚】 

【１階面の壁厚】  

【２階面の壁厚】  

【天井厚】     
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１号機 ＳＦＰ 燃料集合体等配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２号機 ＳＦＰ 燃料集合体等配置図 

 

凡例 保管物 保管数量 
 燃料集合体 ２９９体 
 バーナブルポイズン以外の内挿物 ２８６体 
 バーナブルポイズン   ９体 
 減容したバーナブルポイズン バスケット２８個 

［内訳］ 
ホールドダウン部バスケット数 ロッド部バスケット数 

９個 １９個 
 

［参考］ 
減容したバーナブルポイズン体数 

１９０体 

凡例 保管物 保管数量 
 燃料集合体 ２５８体 
 バーナブルポイズン以外の内挿物 ２９１体 
 バーナブルポイズン  １６体 
 減容したバーナブルポイズン バスケット２８個 

［内訳］ 
ホールドダウン部バスケット数 ロッド部バスケット数 

９個 １９個 
 

［参考］ 
減容したバーナブルポイズン体数 

１８７体 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

Ａ
【凡例】

：燃料集合体 Ｂ
：バーナブルポイズン以外の内挿物

：バーナブルポイズン Ｃ
：減容したバーナブルポイズン

Ｄ

Ｅ

    Ｆ
    

    Ｇ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｈ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｉ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｊ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｋ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｌ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｍ
    

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ Ｎ
    

    Ｏ
    

    Ｐ
    

Ｑ

２０１８年２月に撤去した 

減容ＢＰの保管ラック位置 

・ＳＦＰでの保管状況（2022 年 6 月末時点） 

２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ａ
【凡例】

：燃料集合体 Ｂ
：バーナブルポイズン以外の内挿物

：バーナブルポイズン Ｃ
：減容したバーナブルポイズン

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｈ

     

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｉ

     

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｊ

     

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｋ

     

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｌ

     

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｍ

     

減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ 減容ＢＰ  Ｎ

     

Ｏ

Ｐ

Ｑ

２０１７年９月に撤去した 

減容ＢＰの保管ラック位置 
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第 2 図 減容ＢＰ保管場所変更の作業手順（１／３） 
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第 2 図 減容ＢＰ保管場所変更の作業手順（２／３） 
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第 2 図 減容ＢＰ保管場所変更の作業手順（３／３） 
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第 1 表 減容ＢＰの保管量 

 

 

ユニット 名称 

減容ＢＰ 

バスケット 

個数 

（個） 

（注 1） 

運搬用 

容器 

個数 

（基） 

（注 2） 

運搬用 

容器 

合計容積 

（m3） 

運搬用 

容器 

合計重量 

（ton） 

（注 3） 

貯蔵 

保管場所 

１号機 減容ＢＰ 28  7 約 26 約 186 

Ｂ－ＳＧ 

保管庫 

２号機 減容ＢＰ 28  7 約 26 約 186 

合計 56 14 約 53 約 371 ― 

 

 

 

 

 

（注 1）減容したＢＰをバスケットに収納した状態。 
（注 2）運搬用容器 1 基に減容ＢＰバスケット 4 個収納。 
（注 3）減容ＢＰを含めた重量 
 



 

11 
 

11
 

 

 

第 3 図 減容ＢＰ運搬用容器の構造図 

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第 4 図 Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の位置図 



 

 
 

1
3

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

移 動 前 

Ｎｏ 工事分類 保管物 容器数 

① 

１号炉ＳＧＲ 

蒸気発生器 ３基 

② 一次冷却材管 ３個 

③ 保温材 ８個 

④ 配管サポート １個 

⑤ 主蒸気管 ３個 

⑥ 主給水管 ３個 

⑦ コンクリート等 ２個 

⑧ 

１号炉ＶＨＲ 

制御棒駆動装置ハウジング ７個 

⑨ 制御棒駆動装置冷却ユニット １個 

⑩ 制御棒駆動軸 ２個 

⑪ 
２号炉ＶＨＲ 

制御棒駆動装置ハウジング ７個 

⑫ 制御棒駆動軸 ２個 

⑬ 

３号炉ＶＨＲ 

原子炉容器上部ふた １基 

⑭ 制御棒駆動装置ハウジング ２個 

⑮ コンクリート等 ２個 

⑯ 

４号炉ＶＨＲ 

原子炉容器上部ふた １基 

⑰ 制御棒駆動装置ハウジング ２個 

⑱ コンクリート等 ４個 

移 動 前 

Ｎｏ 工事分類 保管物 容器数 

① 

１号炉ＳＧＲ 

蒸気発生器 ３基 

② 一次冷却材管 ３個 

③ 保温材 ８個 

－ － － 

－ － － 

－ － － 

－ － － 

⑧ 

１号炉ＶＨＲ 

制御棒駆動装置ハウジング ７個 

⑨ 
制御棒駆動装置冷却ユニッ

ト 
１個 

⑩ 制御棒駆動軸 ２個 

⑪ 
２号炉ＶＨＲ 

制御棒駆動装置ハウジング ７個 

⑫ 制御棒駆動軸 ２個 

⑬ 

３号炉ＶＨＲ 

原子炉容器上部ふた １基 

⑭ 制御棒駆動装置ハウジング ２個 

－ － － 

⑯ 

４号炉ＶＨＲ 

原子炉容器上部ふた １基 

⑰ 制御棒駆動装置ハウジング ２個 

－ － － 

 １号炉、２号炉減容ＢＰ 減容ＢＰ運搬用容器 １４基 

第 5 図 Ｂ－ＳＧ保管庫内の配置図 
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移 動 前 

Ｎｏ 工事分類 保管物 容器数 

① 

１号炉ＳＧＲ 

蒸気発生器 ３基 

② 一次冷却材管 ３個 

③ 保温材 ８個 

④ 配管サポート １個 

⑤ 主蒸気管 ３個 

⑥ 主給水管 ３個 

⑦ コンクリート等 ２個 

⑧ 

１号炉ＶＨＲ 

制御棒駆動装置ハウジング ７個 

⑨ 制御棒駆動装置冷却ユニット １個 

⑩ 制御棒駆動軸 ２個 

⑪ 
２号炉ＶＨＲ 

制御棒駆動装置ハウジング ７個 

⑫ 制御棒駆動軸 ２個 

⑬ 

３号炉ＶＨＲ 

原子炉容器上部ふた １基 

⑭ 制御棒駆動装置ハウジング ２個 

⑮ コンクリート等 ２個 

⑯ 

４号炉ＶＨＲ 

原子炉容器上部ふた １基 

⑰ 制御棒駆動装置ハウジング ２個 

⑱ コンクリート等 ４個 

第 6 図 Ｂ－ＳＧ保管庫内の保管物移動手順 
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： １号炉蒸気発生器取替に伴い発生したコンクリート等

： ３号炉原子炉容器上ふた取替に伴い発生したコンクリート等

： ４号炉原子炉容器上ふた取替に伴い発生したコンクリート等

（移動後）

２階

Ｂ－ＳＧ保管庫から移動

： 外周コンクリート壁一部撤去に伴い発生したコンクリート、鉄筋及び埋め込み金物（１段）

（移動前）

（移動前） （移動後）

２階

１階 １階

【凡例】

移 動 後

Ｎｏ 工事分類 保管物 容器数 容量

－ 外周ｺﾝｸﾘｰﾄ壁
一部撤去

コンクリート等 ８５１個 1,849m3

④

１号炉ＳＧＲ

配管サポート １個 10m3

⑤ 主蒸気管 ３個 42m3

⑥ 主給水管 ３個 18m3

⑦ コンクリート等 ２個 11m3

⑮ ３号炉ＶＨＲ コンクリート等 ２個 33m3

⑱ ４号炉ＶＨＲ コンクリート等 ４個 76m3

2,039m3

移 動 前

Ｎｏ 工事分類 保管物 容器数 容量

－ 外周ｺﾝｸﾘｰﾄ壁
一部撤去

コンクリート等 ８５１個 1,849m3

1,849m3

： 外周コンクリート壁一部撤去に伴い発生したコンクリート、鉄筋及び埋め込み金物（２段）

⑮

⑮⑱

⑱

⑱⑱

④

⑤

⑤

⑤

⑥

⑥

⑥

⑦⑦

 
 

第 7 図 外部遮蔽壁保管庫内の配置図 
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技術基準規則 

減容 BP 運搬用容器 
【新規】 

Ｂ－ＳＧ保管庫 
【既設】 

外部遮蔽壁保管庫 
【既設】 

理由（説明） 設  置 保管対象物変更 
共用化 

保管対象物変更 

条 項 号 関連性 
審査 
対象 

関連性 
審査 
対象 

関連性 
審査 
対象 

（第四条） 
設計基準対象施設の地盤 

  × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第五条） 
地震による損傷の防止 

1 － 〇 〇 × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器の設置は、放射性廃棄物を内蔵する設備として、耐震重要

度分類（Ｃクラス）に応じて設定した地震力に対しておおむね弾性範囲の設計

とする設計方針であることを確認する必要があるため、審査対象条文である。

（添付資料４「耐震性に関する説明書」） 
Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の耐震重要度分類はＣクラスで、変更

する保管対象物は全て固体状の放射性廃棄物であることから、保管物を変更

しても建屋の耐震重要度分類に影響はなく、本条文は関連しない。 

２ － × × × × × × 耐震重要施設（Ｓクラス）への要求であることから、本条文は関連しない。 

３ － × × × × × × 耐震重要施設（Ｓクラス）への要求であることから、本条文は関連しない。 

４ － × × × × × × 炉心内の燃料被覆材への要求であることから、本条文は関連しない。 

５ － × × × × × × 兼用キャスクへの要求であることから、本条文は関連しない。 

６ － × × × × × × 兼用キャスクへの要求であることから、本条文は関連しない。 

（第六条） 
津波による損傷の防止 

  × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第七条） 
外部からの衝撃による損傷の防

止 
  × × × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第八条） 
立入りの防止 

1 － 〇 × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の構内運搬時において、線量当量率の構内運搬基準を考

慮できない場合は、運搬経路を一時的に管理区域に設定し、保安規定に基づく

運用管理を行うことから、審査対象外である。 

２ － × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

３ － × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第九条） 
発電用原子炉施設への人の不法

な侵入等の防止 
  × × × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第十条） 
急傾斜地の崩壊の防止 

  × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第十一条） 
火災による損傷の防止 

  〇 × 〇 × 〇 × 

新たな保管物である減容ＢＰ（運搬用容器を含む）及び移動する既保管物は全

て不燃物であり、また、Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫は可燃物を少な

くすることで煙の発生を抑える設計、固定式消化設備は設置せず消火器、消火

栓で消火を行う設計に変更はないことから、審査対象外である。 

（第十二条） 
発電用原子炉施設内における溢

水等による損傷の防止 
  × × × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第十三条） 
安全避難通路等 

  × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

第 2 表 減容ＢＰのＢ－ＳＧ保管庫での保管に関連する技術基準規則（１／４） 
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（第十四条） 
安全設備 

1 － × × × × × × 
安全保護装置及び非常用炉心冷却設備等、非常用電源設備等に対する要求事

項であることから、本条文は関連しない。 

２ － 〇 〇 × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器は、放射性物質の貯蔵機能（PS-3）を有することから、想

定される全ての環境条件において、その機能を発揮することを確認する必要

があるため、審査対象条文である。（添付資料３「安全設備が使用される条件

の下における健全性に関する説明書」） 
外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の保管対

象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条文は関連しない。 

（第十五条） 
設計基準対象施設の機能 

1 － × × × × × × 
原子炉本体、原子炉冷却系統施設等に対する要求事項であることから、本条文

は関連しない。 

２ － 〇 〇 × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器は、保守点検（外観確認）ができる構造及びＢ－ＳＧ保管

庫内の配置であることを確認する必要があるため、審査対象条文である。（添

付資料３「安全設備が使用される条件の下における健全性に関する説明書」、

添付図面第 1-1-2 図「放射性廃棄物の廃棄施設に係る機器の配置を明示した図

面」、添付図面第 1-2-1 図「放射性廃棄物の構造図」） 
外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の保管対

象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条文は関連しない。 

３ － × × × × × × 
流体状の放射性廃棄物に関連する設備に対する要求事項であることから、本

条文は関連しない。 

４ － × × × × × × 
蒸気タービン等の回転機器からの飛散物に対する防護の要求事項であること

から、本条文は関連しない。 

５ － × × × × × × 
安全保護装置及び非常用炉心冷却設備等、非常用電源設備等に対する要求事

項であることから、本条文は関連しない。 

６ － × × × × 〇 〇 

外部遮蔽壁保管庫は、放射性物質の貯蔵機能（PS-3）を有することから、共用

化において、その機能を発揮することを確認する必要があるため、審査対象条

文である。（添付資料２「設備別記載事項の設定根拠に関する説明書」、添付資

料３「安全設備が使用される条件の下における健全性に関する説明書」） 

（第十六条） 
全交流動力電源喪失対策設備 

  × × × × × × 電源設備に対する要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第十七条） 
材料及び構造 

  × × × × × × 
クラス１機器、クラス１支持構造物、クラス２機器、クラス２支持構造物、ク

ラス３機器、クラス４管等への要求事項であることから、本条文は関連しな

い。 

（第十八条） 
使用中の亀裂等による破壊の防

止 
  × × × × × × 

クラス１機器、クラス１支持構造物、クラス２機器、クラス２支持構造物、ク

ラス３機器、クラス４管等への要求事項であることから、本条文は関連しな

い。 

（第十九条） 
流体振動等による損傷防止 

  × × × × × × 
燃料体及び反射材並びに炉心支持構造物等への要求事項であることから、本

条文は関連しない。 

（第二十条） 
安全弁等 

  × × × × × × 
安全弁（蒸気又は他のガス用に使用されるもの）及び逃がし弁（水又は他の液

体用に使用されるもの）への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第二十一条） 
耐圧試験等 

  × × × × × × 
クラス１機器、クラス２機器、クラス３機器、クラス４管等への要求事項であ

ることから、本条文は関連しない。 

（第二十二条） 
監視試験片 

  × × × × × × 原子炉圧力容器への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第二十三条） 
炉心等 

  × × × × × × 
燃料体、減速材及び反射材並びに炉心支持構造物への要求事項であることか

ら、本条文は関連しない。 

（第二十四条） 
熱遮蔽材 

  × × × × × × 原子炉圧力容器への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第二十五条） 
一次冷却材 

  × × × × × × 一次冷却材への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第二十六条） 
燃料取扱設備及び燃料貯蔵設備 

  × × × × × × 
燃料体等を取り扱う設備及び燃料体等を貯蔵する設備への要求事項であるこ

とから、本条文は関連しない。 

（第二十七条） 
原子炉冷却材圧力バウンダリ 

  × × × × × × 
原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する機器への要求事項であることから、

本条文は関連しない。 

第 2 表 減容ＢＰのＢ－ＳＧ保管庫での保管に関連する技術基準規則（２／４） 
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（第二十八条） 
原子炉冷却材圧力バウンダリの

隔離装置等 
  × × × × × × 

原子炉冷却材圧力バウンダリの隔離装置及び漏えいを検出する装置への要求

事項であることから、本条文は関連しない。 

（第二十九条） 
一次冷却材処理装置 

  × × × × × × 
一次冷却材を処理する装置への要求事項であることから、本条文は関連しな

い。 

（第三十条） 
逆止め弁 

  × × × × × × 
放射性廃棄物を処理する設備等へ放射性物質を含まない流体へ導く管への要

求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第三十一条） 
蒸気タービン 

  × × × × × × 蒸気タービンへの要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第三十二条） 
非常用炉心冷却設備 

  × × × × × × 非常用炉心冷却設備への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第三十三条） 
循環設備等 

  × × × × × × 
一次冷却材系統、加圧器圧力制御系統、化学体積制御系統等への要求事項であ

ることから、本条文は関連しない。 

（第三十四条） 
計測装置 

  × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第三十五条） 
安全保護装置 

  × × × × × × 安全保護装置への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第三十六条） 
反応度制御系統及び原子炉停止

系統 
  × × × × × × 

反応度制御系統及び原子炉停止系統への要求事項であることから、本条文は

関連しない。 

（第三十七条） 
制御材駆動装置 

  × × × × × × 制御材駆動装置への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第三十八条） 
原子炉制御室等 

  × × × × × × 原子炉制御室等への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第三十九条） 
廃棄物処理設備等 

１ 

一 × × × × × × 
気体廃棄物処理設備及び液体廃棄物処理設備への要求事項であることから、

本条文は関連しない。 

二 × × × × × × 液体廃棄物処理設備への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

三 × × × × × × 
気体廃棄物処理設備及び液体廃棄物処理設備への要求事項であることから、

本条文は関連しない。 

四 × × × × × × 気体廃棄物処理設備への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

五 ○ ○ × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器は、取扱中における衝撃その他の負荷に耐え、かつ、容易

に破損しないこと、また、放射性廃棄物が漏えいし難い構造、崩壊熱及び放射

線の照射により発生する熱に耐える等を確認する必要があるため、審査対象

条文である。（添付資料５「強度に関する説明書」、添付資料 6「固体廃棄物処

理設備における放射性物質の散逸防止に関する説明書」、添付資料７「放射性

廃棄物運搬用容器の放射線遮蔽材の放射線の遮蔽及び熱除去についての計算

書」） 

六 ○ ○ × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器は、内部に放射性廃棄物を入れた場合に、放射線障害を防

止できることを確認する必要があるため、審査対象条文である。（添付資料 7
「放射性廃棄物運搬用容器の放射線遮蔽材の放射線の遮蔽及び熱除去につい

ての計算書」） 

２  × × × × × × 液体廃棄物処理設備への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

３  × × × × × × 
流体状の放射性廃棄物の運搬用容器への要求事項であることから、本条文は

関連しない。 

第 2 表 減容ＢＰのＢ－ＳＧ保管庫での保管に関連する技術基準規則（３／４） 
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（第四十条） 
廃棄物貯蔵設備等 

１ 

一 × × 〇 〇 〇 〇 
Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の保管対象物を変更しても貯蔵する容

量があることを確認する必要があるため、審査対象条文である。（添付資料２

「設備別記載事項の設定根拠に関する説明書」） 

二 ○ ○ × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器は、保管中に放射性廃棄物が漏えいし難い構造であるこ

とを確認する必要があるため、審査対象条文である。（添付資料 5「強度に関

する説明書」、添付資料 6「固体廃棄物処理設備における放射性物質の散逸防

止に関する説明書」） 

三 ○ ○ × × × × 

減容ＢＰ運搬用容器は、保管中に崩壊熱及び放射線の照射により発生する熱

に耐える等を確認する必要があるため、審査対象条文である。（添付資料 7「放

射性廃棄物運搬用容器の放射線遮蔽材の放射線の遮蔽及び熱除去についての

計算書」） 

２  ○ ○ 〇 〇 × × 

Ｂ－ＳＧ保管庫で保管する減容ＢＰは、減容ＢＰ運搬用容器に収納して汚染

拡大防止措置を講じることを確認する必要があるため、審査対象条文である。

（添付資料 6「固体廃棄物処理設備における放射性物質の散逸防止に関する説

明書」） 

３  × × × × × × 液体廃棄物貯蔵設備への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第四十一条） 
放射性物質による汚染の防止 

  × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではない（また、汚染の

ない管理区域ではない）ことから、本条文は関連しない。 

（第四十二条） 
生体遮蔽等 

１  × × ○ ○ ○ ○ 

Ｂ－ＳＧ保管庫及び外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更により、施設から

の直接線及びスカイシャイン線による工場等周辺の空間線量率が線量限度を

十分下回ることを確認する必要があるため、審査対象条文である。（添付資料

8「生体遮蔽装置の放射線の遮蔽及び熱除去についての説明書」） 

２ 

一 × × ○ ○ ○ × 

Ｂ－ＳＧ保管庫の保管対象物の変更により、必要な遮蔽能力を有すること確

認する必要があるため、審査対象条文である。 
（添付資料 8「生体遮蔽装置の放射線の遮蔽及び熱除去についての説明書」） 
外部遮蔽壁保管庫の保管対象物も変更になるが、遮蔽能力の評価条件に変更

はないことから、審査対象外である。 

二 × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

三 × × × × × × 
減容ＢＰ運搬用容器の設置、外部遮蔽壁保管庫の共用化、Ｂ－ＳＧ保管庫及び

外部遮蔽壁保管庫の保管対象物の変更は、建屋の設置ではないことから、本条

文は関連しない。 

（第四十三条） 
換気設備 

  × × × × × × 
放射性物質により汚染された空気による放射性障害を防止する必要がある場

所での換気設備への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第四十四条） 
原子炉格納施設 

  × × × × × × 原子炉格納施設への要求事項であることから、本条文は関連しない。 

（第四十五条） 
保安電源設備 

  × × × × × × 
内燃機関を原動力とする発電設備又は非常用電源設備への要求事項であるこ

とから、本条文は関連しない。 

（第四十六条） 
緊急時対策所 

  × × × × × × 
一次冷却材系統に係る緊急時対策所への要求事項であることから、本条文は

関連しない。 

（第四十七条） 
警報装置等 

  × × × × × × 
一次冷却材系統に係る損壊又は故障や、流体状の放射性廃棄物が著しく漏え

いする恐れが発生した場合に、これらを検出して警報する装置への要求事項

であることから、本条文は関連しない。 

（第四十八条） 
準用 

  × × × × × × 
補助ボイラーやガスタービン等への要求事項であることから、本条文は関連

しない。 

 
記載の凡例 
（関連性） 

○ 関連性有り 

× 関連性無し 

 
（審査対象） 

○ 審査対象 

× 審査対象外 
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作業内容 

構内運搬 Ｂ－ＳＧ保管庫内への収納作業 Ｂ－ＳＧ保管庫内の点検作業 

大型トレーラに減容 BP 運搬用容器（1 基）を積載、ワイヤーにて固

縛し、一時的な管理区域を設定して構内運搬を実施する。 

減容 BP 運搬用容器をコロ台車に載せて、ワイヤー式ウインチ（又

は、使用可能な場合は、自走可能な電動チルローラー）にて B-SG 保

管庫内に収納する。 

 

1 週間に 1 回の頻度で、B-SG 保管庫内の、減容 BP 運搬用容器等の

保管状況を確認する。 

 

   

被
ば
く
線
量
予
想 

検
討
条
件 

線量率 
容器表面 at６m 

0.015mSv/h 

容器表面 at７m 

0.011mSv/h 

容器表面 at９m 

0.007mSv/h 

容器表面：1.6mSv/h 

（容器表面設計値 1.8mSv/h に対して、1 年間の減容 BP の冷却期間を保守的に

計算している分を現実的に評価し直した値） 

容器表面：1.6mSv/h 

（減容ＢＰ運搬用容器の間隔が約 40cm 程度であるため、その間を通って点検すること

を考えれば容器表面との距離は半分の約 20cm 程度となるが、保守的に容器表面で設定） 

作業時間 
約 20 分 

（トレーラの徐行時速 10km/h×移動距離約 2km＝12 分） 

約 30 分 

（作業時間としては約 3 時間程度と想定しているが、容器に接近するのは約 20 分程度） 

約 3 分 

（1 容器：10 秒程度×14 基） 

容器取扱 
作業者数 

運転手１名 管理区域境界監視４名 先導１名、後衛１名 
4 人 

（容器取扱者） 

1 名 

（点検者） 

作業回数 14 回 14 回 
53 回 

（365 日÷7 日≒53 回） 

評価結果 

約 0.4 人･mSv 

（運転手 0.07＋境界監視 0.205＋先導後衛 0.065=0.34） 

［0.015×20÷60×1×14］+［0.011×20÷60×4×14］+［0.007×20÷60×2×14］ 

約 45 人･mSv 

（1.6×30÷60×4×14＝44.8） 

約 4.3 人･mSv 

（1.6×3÷60×1×53＝4.24） 

参考 美浜３号機 CI 取替工事（CV 内作業も含む）の例では、被ばく線量予想値約 30（人･mSv）に対して、実測値は約 3（人･mSv）と、1/10 程度であった。 
美浜 3 号機旧 CI 運搬用容器の容器表面の実績線量率は 0.43mSv/h で、点検に係る
年間の被ばく線量の実績は 0.01（人･mSv）未満であった。 

減容ＢＰ運搬用容器の構内運搬・Ｂ－ＳＧ保管庫内収納作業・Ｂ－ＳＧ保管庫内点検作業 
添付資料１ 

管理区域 
境界監視 

管理区域 
境界監視 

管理区域 
境界監視 

後衛 先導 運転手 

トレーラへの積み付けのイメージ 

構内運搬のイメージ 

A 

A 

容器取扱者 
 

ウインチ操作者 
 

B 

：点検経路例 
 （容器の蓋取付け部分等、直接目視により点検し辛い箇所がある場合は、 

点検鏡（伸縮式）や双眼鏡等により点検を実施する。） 
 

Ｂ－Ｂ断面 
ウインチ操作者 

Ａ－Ａ断面 
容器取扱者 

B 

容器取扱者 
 

管理区域 
境界監視 

：一時管理区域をロープ等で区画 

約１８m 

約３m 約６m 

約１８m 

約３m 

ワイヤーロープにより固定 

約 27t 約１m 

約９m 

約６m 

約５m 

約７m 
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減容ＢＰ運搬用容器からの水の排出について 

 

 

 

 減容ＢＰ運搬用容器への減容ＢＰの収納作業は水中で行うため、運搬用容器内に使

用済燃料ピットの水が入ることから、容器の蓋を蓋の取付けボルトでトルク締めした

後に、容器の上部カプラに空気を供給し、下部カプラから水を排出した後、容器内部

の真空乾燥を行う計画である。 

 なお、水の排出及び真空乾燥のためのカプラへのホース接続は容易で、短時間の作

業であることから、作業員の被ばくは極僅かである。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

添付資料２ 

 

減容ＢＰ運搬用容器 空気供給 
上部カプラ 

21/E 

水の排出 

下部カプラ 


